
◯
◯
ペ
◯
ン
◯
テ
◯
コ
◯
ス
◯
テ 

◯
◯
◯
◯
◯
◯             (

聖
霊
に
み
た
さ
れ
よ
う) 

藤 

澤 

武 

義 

◯
教
会
側
作
製
の
キ
リ
ス
ト
教
暦
に
よ
れ
ば
、
こ
の
五
月
三
十
日
が
ペ

ン
テ
コ
ス
テ = 
五
旬
節
で
聖
霊
降
臨
日
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
起
原
は

使
徒
行
伝
第
二
章
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

◯
五
旬
節
と
は
元
ユ
ダ
ヤ
人
の
「
七
週
の
祭
」
又
は
「
初
穂
の
パ
ン
の

祭
り
」
と
称
え
る
第
二
の
大
祭
を
言
う
。
最
大
の
祭
な
る
過
越
祭
の
第

二
日
（
す
な
わ
ち
穀
物
収
穫
で
刈
り
始
め
る
日ー

レ
ビ
記
二
三
９ー

 

）
か
ら
数
え
て
、
第
七
週
を
経
過
し
た
翌
日
、
す
な
わ
ち
五
十
日
目

14に
行
わ
れ
た
も
の(

同
二
三 

ー
 

、
申
命
記
一
六
９ー
 

）
。
そ
れ
で

15

21

12

五
旬
節 

Pentecost 

ペ
ン
テ
コ
ス
テ
（
ギ
リ
シ
ャ
語
的
に
は
「
ペ
ン

テー

コ
ス
テー

」
、
そ
の
字
義
は
第
五
十
日
〔
語
根
ペ
ン
テ
は
五
、
ペ

ン
テー

コ
ン
タ
は
五
十
〕
ユ
ダ
ヤ
的
に
は
ニ
サ
ン
の
月
の
十
四
日
か
ら

五
十
日
目
）
と
い
う
。
パ
レ
ス
チ
ナ
地
方
で
は
こ
の
頃
が
穀
物
の
収
穫

期
で
あ
っ
て
、
元
来
こ
の
祭
は
収
穫
を
感
謝
す
る
た
め
の
も
の
。
一
日

で
終
っ
た
。 

◯
福
音
書
に
よ
れ
ば
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
ニ
サ
ン
の
月
の
十
四
日
弟

子
ら
と
過
越
祭
の
晩
餐
を
共
に
し
、
そ
の
夜
半
捕
わ
れ
（
太
陽
暦
で
は

翌
日
の
）
昼
間
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
、
死
に
給
う
た
が
、
第
一
の
五
旬

節
、
す
な
わ
ち
ご
復
活
後
五
十
日
目
が
、
こ
の
使
徒
第
二
章
の
五
旬
節

で
あ
る
。 

◯
弟
子
ら
を
含
め
ユ
ダ
ヤ
人
の
一
般
的
考
察
か
ら
し
て
、
そ
の
期
待
し

た
メ
シ
ヤ
た
る
働
き
を
主
イ
エ
ス
が
為
し
給
わ
ず
し
か
も
有
力
特
権
階

級
に
憎
ま
れ
て
捕
わ
れ
、
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
、
多

数
の
弟
子
ら
は
次
々
に
去
り
イ
エ
ス
を
す
て
て
皆
逃
げ
て
し
ま
い
、
真

の
弟
子
信
者
は
一
人
も
な
い
状
態
に
な
っ
た
（
ヨ
ハ
ネ
六 

、
マ
タ
イ
二

66

六 

、
マ
ル
コ
一
四 

等)

。
し
か
し
主
の
復
活
の
事
実
に
接
す
る
や
、

56

50

彼
ら
の
信
仰
復
興
し
、
徐
々
に
伝
道
も
始
め
た
。
主
は
復
活
後
「
四
十

日
間
、
度
々
彼
ら
に
現
れ
て
、
神
の
国
の
こ
と
を
語
り
」
（
使
徒
一

３
）
そ
し
て
昇
天
し
給
う
た
が
（
同
９
）
エ
ル
サ
レ
ム
の
信
者
は
も
う

百
二
十
人
ば
か
り
に
な
っ
て
い
た
。
十
二
弟
子
始
め
信
者
も
「
心
を
一

つ
に
し
て
ひ
た
す
ら
祈
り
を
し
た
」
（
同 

 

）
。 

14
15

◯
そ
し
て
こ
の
五
旬
節
に
「
彼
ら
み
な
」
多
分
十
二
使
徒
だ
け
で
な

く
、
数
十
人
か
百
人
も
の
信
者
も
共
に
集
ま
っ
て
一
心
に
熱
禱
し
た
。

急
に
激
し
い
風
が
天
か
ら
吹
き
来
る
よ
う
な
音
。
聖
霊
降
り
各
人
の
上

に
留
ま
っ
た
。
特
に
使
徒
た
ち
は
聖
霊
に
満
た
さ
れ
、
エ
ル
サ
レ
ム
市

内
こ
と
に
神
殿
に
出
て
行
っ
て
、
み
霊
の
啓
示
の
ま
ま
、
諸
国
語
で
、

主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
復
活
と
そ
れ
に
基
く
救
い
の
福
音
を
熱
心
猛

烈
に
証
言
し
宣
べ
伝
え
た
。
丁
度
祭
日
だ
っ
た
か
ら
、
パ
レ
ス
チ
ナ
全

土
は
も
ち
ろ
ん
、
東
は
ア
ラ
ビ
ヤ
や
遠
い
エ
ラ
ム
と
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
や

エ
ウ
フ
ラ
エ
ス
大
河
の
流
域
、
更
に
印
度
近
く
ま
で
、
南
は
エ
ジ
プ
ト
、

北
西
は
小
ア
ジ
ア
半
島
の
殆
ど
全
域
、
西
は
地
中
海
の
ク
レ
テ
島
、
そ

の
南
西
ク
レ
ネ
に
近
い
リ
ビ
ヤ
地
方
、
遠
く
は
ロー

マ
か
ら
も
離
散
の

ユ
ダ
ヤ
人
や
異
邦
人
中
の
改
宗
者
も
何
万
人
も
来
て
い
た
。
使
徒
・
弟

子
た
ち
が
聖
霊
充
満
、
そ
の
顔
輝
き
喜
び
に
溢
れ
、
語
学
的
に
学
ん
で

い
な
い
の
に
自
分
た
ち
の
諸
国
語
で
、
力
強
く
、
復
活
の
キ
リ
ス
ト
と

そ
の
命
の
福
音
、
救
い
を
熱
烈
に
絶
叫
す
る
の
を
見
、
聴
き
、
驚
嘆
に

あ
ふ
れ
た
。 

◯
時
に
ペ
テ
ロ
が
代
表
し
て
立
ち
、
一
層
聖
霊
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
啓
示

と
聖
書
に
立
脚
し
、
堂
々
と
主
キ
リ
ス
ト
の
人
類
の
た
め
の
贖
罪
の

死
、
殊
に
主
の
復
活
を
歴
然
「
わ
れ
ら
は
そ
の
証
人
で
あ
る
」
と
強
烈

 1



に
証
言
し
力
満
ち
て
絶
叫
、
そ
し
て
不
信
不
徳
一
切
の
罪
を
悔
改
め

て
、
主
イ
エ
ス
を
信
ず
る
よ
う
、
み
霊
に
よ
っ
て
力
説
し
切
に
奨
め

た
。 

◯
こ
れ
に
よ
り
こ
の
日
約
三
千
の
人
が
悔
改
め
て
信
者
に
な
っ
た
と
い

う
（ 

）
。
こ
の
三
千
と
い
う
数
に
は
疑
問
あ
り
信
じ
難
く
、
こ
れ
は

41

誇
張
し
て
言
っ
た
も
の
だ
と
の
批
判
も
あ
る
が
、
こ
れ
を
書
い
た
の
は

熱
心
な
弟
子
で
科
学
者
（
医
者
）
な
る
ル
カ
、
彼
が
虚
偽
を
書
く
は
ず

な
く
、
事
実
と
す
べ
き
で
あ
る
。
尤
も
こ
の
約
三
千
人
が
、
そ
の
時
ど
の

程
度
福
音
を
悟
っ
た
か
、
そ
の
後
ど
の
程
度
純
福
音
信
仰
に
進
ん
だ
か

は
疑
問
で
あ
る
。
そ
の
後
次
第
に
迫
害
も
起
っ
て
来
た
の
で
、
熱
信
に

進
ま
ず
、
却
っ
て
信
仰
を
落
す
者
も
出
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
聖

霊
に
よ
る
す
ば
ら
し
い
聖
大
業
。
こ
の
日
に
こ
ん
な
著
し
い
驚
く
べ
き
出

来
事
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
の
語
は
字
義
の
第

五
十
日
の
意
を
超
え
て
、
こ
の
聖
霊
降
臨
の
大
業
の
意
に
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
毎
年
復
活
節
か
ら
五
十
日
目
を
ペ
ン
テ
コ
ス
テ=

聖
霊
降

臨
日
と
し
て
記
念
の
行
事
、
説
教
な
ど
を
行
う
教
会
が
多
い
。
日
は
限

ら
ず
、
無
教
会
も
や
る
が
よ
い
。 

◯
こ
の
日
一
日
で
大
量
の
入
信
如
何
は
別
と
し
て
、
こ
の
聖
霊
降
臨
の

一
大
事
実
を
契
機
と
し
て
、
使
徒
・
信
者
に
対
す
る
聖
霊
の
啓
示
と
加

力
ま
す
ま
す
著
し
く
、
彼
ら
は
純
正
キ
リ
ス
ト
信
仰
に
進
み
、
キ
リ
ス

ト
の
命
・
殊
に
そ
の
復
活
の
命
と
力
を
霊
に
精
神
に
肉
体
に
受
け
、
ど

ん
な
困
苦
や
迫
害
が
来
て
も
屈
せ
ず
、
烈
火
の
信
仰
・
燃
ゆ
る
伝
道
熱

を
も
っ
て
猛
烈
に
伝
道
し
続
け
、
愈
々
邁
進
（
平
信
徒
も
大
い
に
伝
道

し
）
迫
害
の
さ
中
に
信
者
激
増
、
福
音
前
進
、
一
世
紀
後
半
に
欧
州
入

り
、
亡
国
民
・
微
弱
な
小
民
族
の
中
か
ら
出
た
イ
エ
スー

当
時
の
有
力

者
か
ら
憎
ま
れ
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
て
死
ん
だ
史
実
は
誰
も
知
っ
て
い

る
そ
の
イ
エ
スー

に
よ
る
福
音
が
、
当
時
世
界
一
の
大
強
国
な
る
ロ
マ

を
征
服
し
、
全
欧
州
を
席
巻
し
、
や
が
て
全
世
界
に
弘
ま
る
に
至
っ
た

驚
天
動
地
の
一
大
事
実
は
特
筆
大
書
す
べ
き
で
あ
る
。 

◯
こ
の
聖
霊
の
働
き
、
聖
霊
の
力
、
そ
の
助
け
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、

こ
の
道
が
今
は
全
世
界
に
弘
布
し
、
世
界
一
の
大
宗
教
と
な
っ
た
事
実

は
あ
り
得
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。 

◯
聖
書
を
読
め
ば
解
る
し
、
内
村
鑑
三
始
め
古
来
内
外
の
優
れ
た
伝
道

者
・
大
説
教
家
が
皆
言
っ
て
い
る
通
り
、
キ
リ
ス
ト
教
は
聖
霊
教
で
あ

る
。
聖
霊
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
信
者
個
人
の
入
信
を
始
め
、
信
仰
前

進
、
福
音
の
奥
義
の
解
悟
、
恩
恵
の
溢
満
、
殊
に
有
力
真
正
の
伝
道
は

あ
り
得
な
い
。 

◯
聖
霊
に
よ
っ
て
こ
そ
罪
の
自
覚
を
得(

ヨ
ハ
ネ
一
六
８)

イ
エ
ス
を
救
い

主
キ
リ
ス
ト
と
信
じ
得
（(

コ
リ
ン
ト
Ｉ
一
二
３
。
同
章
と
一
四
章
に
は

御
霊
の
賜
物
が
多
数
記
さ
る
）
神
の
真
理
・
福
音
の
真
理
・
キ
リ
ス
ト

を
深
く
悟
ら
さ
れ
（
ヨ
ハ
ネ
一
四 

、
一
五 

、
一
六 

 
 

。
同
１

17

26

13
14
15

二 

、
五
６
等
）
、
肉
欲
に
勝
つ
力
を
得
（
ロ
マ
八
２ー

４
、
ガ
ラ
テ

27
ヤ
五 

 
 

）
徳
を
建
て
（
同 

 

）
よ
く
祈
り
得
（
エ
ペ
ソ
六

16
17
24

22
23

 

）
、
天
父
に
近
づ
き
得
（
同
二 

、
ガ
ラ
テ
ヤ
四
６
）
そ
の
他
種
々

18

18

の
恩
恵
が
与
え
ら
れ
る
。
真
の
信
者
は
聖
霊
の
宮
で
あ
る
（
コ
リ
ン
ト

Ｉ
三 

、
六 

）
。
聖
霊
は
我
ら
が
神
の
国
を
つ
ぐ
保
証
で
あ
る
（
エ

16

19

ペ
ソ
一 

） 

14

◯
し
か
も
聖
霊
を
汚
す
罪
は
赦
さ
れ
な
い
、
聖
霊
を
冒
瀆
す
る
者
は
こ

の
世
で
も
来
世
で
も
赦
さ
れ
な
い
と
あ
り
（
マ
タ
イ
一
二 

 

、
そ
の

31
32

前
後
や
マ
ル
コ
三 

参
照
）
実
に
戦
慄
す
べ
き
こ
と
。
こ
の
聖
霊
冒
瀆

29

の
罪
は
不
信
者
の
犯
罪
だ
と
考
え
易
い
が
、
必
ず
し
も
そ
う
と
限
ら
ず
、

信
者
も
犯
す
場
合
あ
り
、
聖
霊
を
受
け
熟
心
に
祈
り
と
聖
書
精
読
に
励

み
聖
霊
に
導
か
れ
て
主
の
聖
旨
に
適
い
、
神
の
栄
光
と
な
る
信
仰
生
活

を
続
け
て
い
な
い
と
、
信
仰
低
調
と
な
り
何
時
し
か
主
の
聖
旨
に
反
し

 2



聖
霊
を
汚
し
て
い
て
も
気
付
か
な
い
こ
と
あ
り
、
実
に
恐
ろ
し
い
。
更

に
「
キ
リ
ス
ト
の
み
霊
」= 

聖
霊
を
持
た
な
い
人
は
キ
リ
ス
ト
の
も
の

で
な
い
（
ロ
マ
八
９
）
亦
同
断
。
よ
く
聖
書
も
読
み
祈
り
と
讃
歌
も
上

手
、
諸
集
会
精
勤
、
教
会
で
洗
礼
聖
餐
等
を
重
ね
て
い
て
も
、
聖
霊
な

し
で
は
救
い
が
危
う
い
。
水
の
受
洗
は
な
く
て
も
、
聖
霊
の
バ
プ
テ
ス

マ
は
是
非
必
要
な
の
で
あ
る
（
マ
タ
イ
三 

等
）
。 

11

◯
さ
れ
ば
何
に
も
ま
し
て
聖
霊
を
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
純
正
信
仰
に
よ

り
熱
心
に
祈
求
せ
よ
。
必
ず
与
え
ら
れ
る
。
天
の
父
は
、
求
め
る
者
に

聖
霊
を
賜
わ
な
い
は
ず
が
な
い
（
マ
タ
イ
七
７ー

 

、
ル
カ
一
一
９ー

12

 
)

。
し
か
し
単
に
祈
り
だ
け
で
は
不
可
、
聖
言
を
実
行
す
る
必
要
が
あ

13る
の
で
あ
る
。 

◯
特
に
使
徒
行
伝
で
最
も
よ
く
判
る
通
り
、
伝
道
上
最
も
大
切
な
要
素

ま
た
原
動
力
は
聖
霊
で
あ
る
。
筆
に
よ
る
場
合
然
り
、
口
に
よ
る
場
合

こ
と
に
然
り
で
あ
る
。
大
伝
道
者
の
使
徒
ら
を
始
め
、
ル
ター

、
ウ
ェ

ス
レー

、
ムー

デー

、
サ
ン
ダー

シ
ン
グ
、
内
村
艦
三
等
々
真
に
聖
霊
の

器
で
あ
っ
た
の
だ
。
内
村
先
生
は
他
と
型
が
違
う
が
、
例
え
ば
あ
の
誰

も
真
似
が
で
き
な
い
独
特
の
霊
文
を
見
よ
、
聖
霊
に
満
た
さ
れ
て
い
な

い
と
書
け
は
し
な
い
。
口
の
場
合
も
同
断
。 

◯
教
会
陣
に
は
聖
霊
に
よ
る
伝
道
者
が
比
較
的
多
く
、
無
教
会
に
は
学

問
と
知
識
に
よ
る
の
が
多
く
、
聖
霊
に
よ
る
伝
道
者
が
極
め
て
少
な
い

ら
し
い
。
学
と
知
も
重
要
で
あ
る
。
但
し
純
信
仰
に
よ
り
、
聖
霊
に
よ

ら
な
い
と
、
そ
れ
ら
は
道
を
そ
ら
せ
弊
害
を
生
じ
る
危
険
あ
り
。
反
対

に
狂
信
・
狂
態
を
聖
霊
に
よ
る
如
く
錯
覚
し
た
例
あ
り
、
切
禱
と
不
断

の
聖
書
精
読
必
要
で
あ
る
。
真
に
聖
霊
に
よ
る
伝
道
に
は
そ
う
し
た
危

険
な
ど
な
く
、
聴
者
読
者
が
真
に
罪
を
悔
改
め
、
信
仰
に
進
み
、
種
々

の
恩
恵
に
富
ま
さ
れ
、
殊
に
永
久
に
消
え
な
い
力
を
与
え
ら
れ
、
父
な

る
神
と
主
キ
リ
ス
ト
へ
の
感
謝
・
讃
美
・
尊
崇
が
高
め
ら
れ
る
の
で
あ 

る
。
集
会
の
よ
り
必
要
さ
貴
さ
は
聖
霊
に
よ
る
講
説
や
祈
り
で
聖
霊
が

動
き
給
う
こ
と
。
そ
れ
を
期
し
切
禱
の
開
会
と
出
席
肝
要
。
先
年
来
多

集
会
で
諸
講
演
等
拝
聴
、
多
く
は
運
悪
く
聖
霊
の
働
き
な
く
力
不
来
。

私
は
知
よ
り
も
聖
霊
に
満
た
さ
れ
た
い
。 

第
二
五
五
号
（
一
九
七
一
年
六
月
号
） 

◯
◯
再
臨
は
あ
る
か
、
な
い
か
◯
◯
◯ 

藤 

澤 

武 

義 

◯
◯
◯
◯
（
上
） 

◯
「
貴
方
は
再
臨
と
い
う
こ
と
を
強
調
な
さ
る
そ
う
で
す
ね
、
最
近
も

二
回
雑
誌
の
表
紙
に
連
載
の
警
句
の
最
後
を
再
臨
の
字
で
結
ん
で
あ
る

そ
う
で
す
が
、
再
臨
は
特
に
大
切
な
も
の
で
す
か
、
再
臨
と
は
何
の
こ

と
で
し
ょ
う
か
。
」 

◯
「
感
謝
で
す
。
お
答
え
す
る
前
に
伺
い
た
い
で
す
が
、
貴
方
は
キ
リ
ス

ト
を
ど
れ
く
ら
い
信
仰
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
、
ま
た
聖
書
は
ど
の
程
度 

お
読
み
で
す
か
。
」 

◯
「
未
熟
で
す
が
、
信
仰
し
、
ま
た
聖
書
も
読
ん
で
お
り
ま
す
。
し
か
し

〝
再
臨
〞
と
い
う
言
葉
を
ま
だ
全
然
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
こ

に
出
て
お
る
で
し
ょ
う
か
。
」 

◯
「
成
る
程
、
そ
う
い
う
人
は
多
い
で
す
ね
。
僕
の
知
る
限
り
、
聖
書

に
は
再
臨
と
い
う
言
葉
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
」 

◯
「
聖
書
に
書
い
て
な
い
の
に
、
強
く
説
か
れ
る
の
は
邪
道
で
あ
り
、

間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
」 

◯
「
中
々
厳
し
い
で
す
ね
。
申
上
げ
ま
す
。
旧
新
約
聖
書
の
内
容
合
計 

66

巻
、
邦
口
語
訳
一
七
三
五
貢
中
に
再
臨
の
語
は
成
る
程
一
回
も
出
て
い
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な
い
が
、
新
約
聖
書
に
多
い
け
れ
ど
再
臨
の
意
味
で
『
来
臨
』
（
原
語
パ

ルー
シ
ア
）
が 

回
（
旧
約
に
は
五
回
）
だ
け
、
し
か
し
他
の
語
で
も

24

表
示
し
て
お
り
、
降
臨
、
出
現
、
現
れ
、
到
着
、
来
訪
、
現
れ
る
、
来

る
、
主
の
日
、
人
の
子
の
日
、
キ
リ
ス
ト
の
日
、
そ
の
日
等
、
旧
約
書

中
に
も
似
た
言
葉
が
多
分
総
計
千
回
以
上
出
て
い
ま
す
。
ま
た
預
言
的

文
句
に
よ
っ
て
示
し
て
い
ま
す
。
世
界
で
最
初
に
再
臨
を
言
い
出
し
た

人
は
二
世
紀
中
葉
の
伝
道
者
か
つ
殉
教
者 (165) Justinus

だ
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。 

◯
日
本
で
は
僕
の
知
る
限
り
、
ホ
リ
ネ
ス
教
会
の
創
設
者
・
監
督
中
田

重
治
（
有
名
な
米
国
の
ムー

デ
ィ
聖
書
学
院
で
学
び
帰
国
後
、
一
九
〇

一
年
大
伝
道
開
始
「
四
重
の
福
音
」
提
唱
、
そ
の
重
要
な
一
つ
が
再

臨
）
が
多
分
初
期
に
唱
え
た
一
人
で
す
。
ま
た
無
教
会
の
創
始
者
内
村

鑑
三
は
明
治
中
期
か
ら
米
国
の
親
友
ベ
ル
か
ら
度
々
再
臨
信
仰
を
持
ち

か
つ
伝
え
る
よ
う
奨
め
ら
れ
た
の
に
中
々
そ
う
な
れ
な
か
っ
た
が
、
妙

齢
愛
嬢
の
召
天
に
関
連
し
、
特
に
一
四
年
第
一
次
世
界
大
戦
起
こ
り
、

キ
リ
ス
ト
教
国
が
交
戦
し
た
の
で
そ
の
国
々
に
対
し
絶
望
を
懐
き
、
聖

霊
の
導
き
で
再
臨
信
仰
に
深
く
強
く
進
み
、
こ
れ
を
伝
え
ね
ば
な
ら
ぬ

と
信
仰
熱
し
、
一
七
年
９
月
号
主
宰
聖
書
之
研
究
誌
に
公
表
、
反
響
大

き
く
、
共
鳴
者
続
出
、
特
に
前
言
の
中
田
監
督
、
ま
た
同
じ
頃
ムー

デ
ィ
神
学
校
を
出
て
帰
国
し
た
木
村
清
松
の
三
雄
意
気
投
合
、
同
年
秋

か
ら
東
京
中
心
に
再
臨
運
動
を
起
こ
し
、
全
国
広
範
囲
に
再
臨
キ
リ
ス

ト
教
講
演
を
三
年
も
続
け
大
反
響
、
再
臨
信
仰
に
進
む
信
者
が
多
く

な
っ
た
の
で
す
。
内
村
師
は
若
く
魚
類
学
専
攻
、
天
文
学
も
精
し
く
科

学
者
で
も
あ
り
、
文
学
や
地
理
歴
史
に
も
精
し
く
、
キ
リ
ス
ト
信
仰
と

聖
書
の
立
場
か
ら
だ
け
で
な
く
、
科
学
的
立
場
等
か
ら
も
再
臨
を
説
い

て
い
ま
す
。
名
著
再
臨
問
題
講
演
集
に
収
録
し
て
あ
り
、
深
く
傾
聴
す
べ

き
内
容
で
私
も
い
ろ
い
ろ
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
全
集
に
出
て
お
り
ま
す
、

ご
一
読
お
奨
め
し
ま
す
。
」 

◯
「
大
分
解
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
の
本
も
一
つ
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
再
臨
、
再
臨
！
と
力
を
入
れ
て
言
わ
れ
ま
す
が
、
一
体
何
が

来
り
臨
む
、
出
現
す
る
、
誰
か
が
再
び
来
臨
す
る
と
か
い
う
の
で
し
ょ

う
か
。
」 

◯
「
そ
う
で
す
。
他
の
何
か
又
は
人
物
で
は
な
く
、
人
類
の
救
い
主
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
で
す
。
千
九
百
八
十
数
年
前
ユ
ダ
ヤ
で
処
女
マ
リ
ヤ

か
ら
生
れ
（
普
通
の
誕
生
で
な
く
、
処
女
降
誕
）
凡
そ 

才
頃
キ
リ
ス

30

ト
と
し
て
の
公
生
涯
に
入
り
、
い
ろ
い
ろ
貴
重
稀
有
の
働
き
を
し
、
最

も
重
要
な
こ
と
は
全
人
類
の
全
罪
悪
を
負
い
十
字
架
に
つ
い
て
死
に
、

三
日
目
日
曜
早
朝
永
遠
の
命
に
復
活
し
、
人
類
の
た
め
に
罪
と
死
を
滅

ぼ
し
（
キ
リ
ス
ト
信
者
に
信
仰
だ
け
で
罪
の
赦
し
、
義
と
永
遠
の
命
、

神
の
国
天
国
へ
の
救
を
与
え
る
と
い
う
神
の
至
愛
・
恩
恵
至
極
の
福
音

を
創
設
し
） 

日
後
雲
に
乗
っ
て
昇
天
し
、
父
な
る
神
の
御
座
の
右
に

40

在
り
、
私
た
ち
を
父
な
る
神
に
取
次
い
で
救
い
に
導
く
貴
い
働
き
を
今

も
続
け
て
お
ら
れ
る
そ
の
キ
リ
ス
ト
が
、
世
の
終
末
、
世
界
の
最
後

（
の
日
）
に
必
ず
再
び
こ
の
世
界
に
来
臨
し
、
私
た
ち
信
者
に
主
と
同

じ
霊
的
完
全
な
復
活
体
・
栄
光
の
体
を
与
え
救
い
を
完
成
し
給
う
。
他

方
不
信
仰
で
反
逆
し
罪
悪
を
重
ね
て
い
る
人
々
に
対
し
、
最
後
の
大
審

判
で
（
そ
の
間
際
で
も
不
信
・
罪
を
悔
改
め
て
信
仰
す
れ
ば
救
わ
れ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
）
皆
絶
望
、
永
久
極
苦
の
刑
罰
、
そ
れ
ら
の
人
々

は
地
獄
の
永
久
の
滅
亡
に
陥
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
の
で
す
。
貴
方
も
一

つ
し
っ
か
り
こ
の
信
仰
に
進
ま
れ
る
よ
う
に
祈
り
ま
す
。
」 

◯
「
一
層
よ
く
解
り
ま
し
た
が
、
も
っ
と
き
き
た
い
で
す
。
」 

◯
◯
◯
◯(

中) 
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◯
「
一
層
よ
く
解
っ
た
と
言
い
ま
し
た
が
、
実
は
ま
だ
解
っ
た
よ
う
で

解
ら
な
い
感
じ
、
ボ
ヤ
ッ
と
し
た
感
じ
で
す
。
そ
れ
は
お
話
を
聞
い
て
新

し
い
疑
問
が
起
こ
っ
た
為
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
疑
問
と
は
、
先
程

キ
リ
ス
ト
が
十
字
架
に
死
に
三
日
目
に
復
活
し 

日
後
雲
に
乗
っ
て
昇

40

天
し
、
神
の
傍
で
私
た
ち
を
神
に
取
次
ぐ
働
き
を
今
も
続
け
て
お
ら
れ

る
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
は
十
字
架
の
死
後
三
日

目
に
生
き
返
っ
て
今
も
生
き
て
お
ら
れ
る
訳
で
す
ね
、
本
当
で
し
ょ
う

か
。
聖
書
の
読
み
方
や
信
じ
方
が
足
り
な
い
で
し
ょ
う
が
、
キ
リ
ス
ト
が

生
き
て
お
ら
れ
る
証
拠
は
ど
こ
に
あ
り
ま
し
ょ
う
か
、
今
も
生
き
て
お

ら
れ
て
昔
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
人
助
け
な
ど
良
い
働
き
を
し
て
お
ら
れ

ま
す
か
。
」 

「
中
々
尤
も
な
、
ま
た
厳
し
い
ご
質
問
で
す
。
こ
の
話
合
い
は
再
臨
問
題

が
本
筋
で
、
ご
質
問
事
項
は
脱
線
と
な
り
ま
す
が
、
関
連
あ
り
、
同
じ

疑
問
の
人
も
多
く
、
都
合
上
詳
細
解
答
は
致
し
か
ね
ま
す
が
、
少
し
申

上
げ
ま
し
ょ
う
。 

◯
キ
リ
ス
ト
が
十
字
架
死
後
三
日
目
に
復
活
さ
れ
た
の
は
、
世
的
な
生

き
返
り
＝
蘇
生
と
は
違
い
ま
す
。
蘇
生
し
た
者
は
何
年
か
何
十
年
後
に

必
ず
死
ん
で
了
っ
て
再
び
蘇
生
す
る
こ
と
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
。
キ
リ

ス
ト
の
復
活
は
全
然
違
い
、
再
び
死
ぬ
こ
と
な
き
、
新
し
い
永
遠
無
窮

の
命
に
（
眠
っ
て
い
た
者
が
目
覚
め
て
起
上
が
る
よ
う
にー

原
語
エ
ガ

イ
ロー

の
意
味
の
通
り
）
起
上
が
り
給
う
た
の
で
す
。
そ
の
実
状
は
四

福
音
書
の
終
り
一
又
二
章
に
詳
し
く
描
写
し
あ
り
、
復
活
の
体
は
霊
な

る
体
で
心
霊
と
全
く
同
様
自
由
自
在
、
姿
を
見
せ
た
り
消
し
た
り
、
四

方
閉
め
切
っ
た
家
に
も
自
由
に
出
入
し
、
瞬
間
に
大
変
遠
方
に
行
き

得
、
幽
霊
と
は
違
っ
て
、
話
す
こ
と
や
物
質
の
食
物
を
（
食
わ
ず
と
も

永
遠
に
生
き
得
る
が
、
食
お
う
と
思
え
ば
）
食
う
こ
と
も
出
来
た
の
で

す
。 

◯
数
十
数
百
の
弟
子
・
信
者
た
ち
は
、
具
（
つ
ぶ
）
さ
に
そ
の
実
状
を

視
た
の
で
す
。
そ
の
こ
と
は
度
々
繰
返
し
「
我
ら
は
そ
の
事
＝
主
の
復

活
の
（
実
見
者
た
る
）
証
人
だ
」
と
の
こ
と
を
使
徒
行
伝
（
原
意
は

「
使
徒
た
ち
の
活
動
」
の
書
）
に
反
覆
記
載
、
ま
た
福
音
書
に
も
詳
し

く
説
明
し
あ
り
（
コ
リ
ン
ト
Ｉ
一
五
初
段
や
他
諸
所
に
も
重
要
記
事
あ

り
）
、
ま
た
使
徒
行
伝
は
使
徒
弟
子
た
ち
が
聖
霊
に
満
た
さ
れ
て
キ
リ

ス
ト
復
活
の
証
し
、
広
く
福
音
伝
道
大
活
動
の
記
録
で
あ
っ
て
、
聖
霊

行
伝
と
も
言
い
ま
す
。
そ
の
聖
霊
と
は
換
言
せ
ば
キ
リ
ス
ト
の
御
霊
で

す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
使
徒
た
ち
大
活
動
し
た
の
で
あ
り
、
換
言
せ
ば
キ
リ

ス
ト
の
活
動
で
あ
り
、
爾
後
の
歴
史
・
現
代
に
お
い
て
も
聖
霊
に
よ
る

伝
道
者
・
キ
リ
ス
ト
者
の
伝
道
や
種
々
証
し
の
働
き
に
つ
い
て
同
じ
こ

と
が
言
え
る
次
第
、
す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト
が
活
き
て
い
給
う
証
拠
と
言

え
る
の
で
す
。
同
じ
原
理
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
は
今
も
生
き
続
け
て
お
ら

れ
、
霊
的
に
キ
リ
ス
ト
者
に
宿
り
（
キ
リ
ス
ト
者
は
聖
霊
を
受
け
て
い

る
者
で
あ
り
）
キ
リ
ス
ト
者
を
福
音
伝
道
・
キ
リ
ス
ト
の
証
人
と
し
て

証
言
伝
道
や
種
々
善
行
に
用
い
給
う
の
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
者
の
存
在

そ
の
も
の
が
キ
リ
ス
ト
の
生
き
て
お
ら
れ
る
証
拠
だ
と
言
え
る
の
で

す
。 

◯
信
仰
不
充
分
な
不
肖
私
の
内
に
も
霊
的
に
キ
リ
ス
ト
生
き
て
い
給
い

ま
す
。
も
し
そ
の
こ
と
が
な
い
な
ら
、
種
々
例
証
で
き
ま
す
が
、
一
つ
証

言
、 
年
前
後
昔
、
肺
を
主
と
し
肋
膜
と
腹
膜
も
結
核
を
病
み
（
後
程

50

重
症
）
貧
と
逆
境
で
相
当
苦
し
み
、
死
ん
で
い
た
に
違
い
な
い
で
す
。
し

か
し
御
恩
寵
と
深
い
聖
旨
に
よ
り
信
仰
一
途
に
生
き
る
よ
う
に
導
か

れ
、
内
在
し
給
う
生
け
る
キ
リ
ス
ト
の
活
力
強
き
命
の
力
を
頂
い
て
生

き
得
た
の
で
す
。
一
昨
秋
保
健
所
呼
出
検
診
で
右
上
肺
の
空
胴
極
小
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化
、
今
は
老
人
結
核
で
老
人
は
殆
ど
不
治
だ
の
に
私
は
主
の
全
能
全
癒

で 
才
元
気
。
讃
美
感
謝
至
極
で
す
。
戦
中
戦
後
迫
害
や
種
々
苦
難
試

76
練
に
度
々
会
い
、
身
心
弱
い
な
が
ら
主
の
命
の
力
で
霊
肉
共
に
支
え
ら

れ
、
今
現
に
生
き
て
い
給
う
キ
リ
ス
ト
が
私
の
内
に
も
宿
り
、
そ
の
命

の
力
を
与
え
て
下
さ
っ
て
い
る
証
拠
だ
と
い
う
外
あ
り
ま
せ
ん
。 

◯
同
似
の
実
例
は
日
本
に
も
多
分
何
万
あ
り
、
信
者
多
い
韓
国
や
欧
米

諸
国
に
は
何
十
万
何
百
万
あ
り
ま
し
ょ
う
。 

◯
さ
て
大
層
優
れ
た
キ
リ
ス
ト
者
も
何
か
弱
さ
あ
り
、
肉
体
は
死
な
ね

ば
な
ら
ず
、
地
上
で
は
悪
魔
の
誘
惑
あ
り
、
救
は
未
完
成
で
す
か
ら
、

ロ
マ
書
第
八
章
に
詳
論
さ
れ
、
断
片
的
に
は
他
の
書
巻
に
多
々
記
し
あ

る
通
り
、
キ
リ
ス
ト
再
び
来
給
う
て
救
を
完
成
し
給
う
。
す
な
わ
ち
救

主
と
同
じ
永
遠
に
生
き
得
る
霊
体
に
復
活
、
又
は
こ
の
身
の
ま
ま
そ
の

栄
光
霊
体
に
変
化
さ
せ
て
下
さ
り
、
か
つ
現
世
の
如
き
諸
悪
皆
無
、
悪

魔
の
い
な
い
万
事
完
全
な
神
の
国
に
信
者
を
救
い
入
れ
る
救
の
完
成
の

た
め
キ
リ
ス
ト
は
必
ず
再
臨
し
給
う
の
で
す
。
」 

「
中
々
甘
い
説
明
で
す
ね
。
し
か
し
や
は
り
解
っ
た
よ
う
で
解
ら
ず
、

お
ぼ
ろ
の
感
じ
で
す
。
い
ろ
い
ろ
説
明
さ
れ
ま
し
た
が
聞
い
て
す
ぐ
キ
リ

ス
ト
が
生
き
て
い
る
証
拠
と
し
て
受
取
る
気
に
は
な
り
か
ね
ま
す
。
あ

な
た
が
昔
結
核
の
病
気
を
さ
れ
、
普
通
な
ら
死
ぬ
ほ
か
な
い
の
に
死
な

ず
に
す
ん
だ
の
は
、
今
も
生
き
て
お
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
の
力
を
受
け
た

お
蔭
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
が
生
き
て
お
ら
れ
る
証
拠
だ
と
言
わ
れ
た
け

れ
ど
、
そ
れ
は
貴
方
の
主
観
論
で
あ
っ
て
客
観
性
が
な
く
、
主
観
的
な

話
は
信
用
で
き
ま
せ
ん
。
」 

「
成
る
程
、
巧
み
な
、
厳
し
い
論
法
で
す
ね
。
し
か
し
前
回
同
様
、
少

し
脱
線
の
話
で
す
が
、
折
角
で
す
か
ら
答
え
ま
し
ょ
う
。
私
の
前
言
は

客
観
性
な
く
信
用
な
ら
ぬ
と
の
お
説
、
尤
も
ら
し
い
お
話
で
す
が
、
舌

足
ら
ず
の
感
じ
で
す
。
主
観
的
だ
と
の
ご
批
判
、
前
言
だ
け
で
は
そ
う

と
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
と
し
て
は
然
ら
ず
で
す
。 

◯
今
こ
こ
に
昔
の
病
状
や
病
歴
等
を
詳
述
（
記
載
）
す
る
こ
と
は
、
小

誌
の
使
命
ま
た
性
格
上
致
し
か
ね
ま
す
が
、
経
緯
上
簡
短
に
申
し
ま

し
ょ
う
。 

余
年
前
四
回
結
核
（
後
程
重
く
）
療
養
、
三
回
目
は
両
胸

50

肋
膜
炎
、
四
回
目
は
可
成
り
大
喀
血
の
肺
病
で
一
か
月
絶
対
安
静
、
唯

一
の
家
族
の
父
遠
在
、
貧
窮
涙
苦
に
信
仰
を
鍛
え
ら
れ
切
禱
、
徐
々
恢

復
し
ま
し
た
。 

年
二
・
二
六
事
件
、
祖
国
の
一
大
事
、
日
に
一
食
で

36

平
和
安
泰
と
熱
切
禱
約
一
か
月
。
雪
の
中
伝
道
し
つ
つ
倉
吉
の
山
奥
か

ら
一
ｍ
余
大
雪
の
中
、
重
い
自
転
車
を
担
い
で
何
回
も
雪
中
に
倒
れ
て

山
越
え
、
逆
境
結
核
重
病
訪
問
、
津
山
と
長
島
愛
生
園
間
往
復
。
帰
途

は
西
方
久
世
と
勝
山
、
新
庄
か
ら
著
名
四
十
曲
峠
ま
た
大
雪
、
自
転
車

担
ぎ
越
え
、
少
々
無
謀
な
車
旅
一
週
。
翌
朝
か
ら
食
欲
減
と
三
個
位
血

痰
喀
出
、
受
診
や
静
養
せ
ず
、
毎
日
自
転
車
で
伝
道
等
で
し
た
。 

◯ 

年
前
市
衛
生
課
か
ら
一
年
以
上
度
々
通
達
、
保
健
所
で
二
回
目
に

13
断
層
Ｘ
線
で
右
肺
に
空
洞
三
つ
発
見
さ
れ
、
治
療
こ
と
に
手
術
の
必
要

あ
り
と
の
こ
と
、
親
し
い
内
科
医
も
そ
れ
を
説
奨
さ
れ
た
が
、 

年
位
昔

40

に
出
来
た
に
相
違
な
く
、
必
要
な
し
と
て
断
わ
り
ま
し
た
。
以
後
四
、

五
年
間
毎
年
断
層
写
真
、
ま
た
中
嶋
医
院
で
受
診
か
つ
或
病
状
の
故
に

四
年
前
春
熱
誠
奨
め
ら
れ
断
れ
ず
（
多
時
費
し
惜
し
）
国
立
大
医
部
病

院
で
他
の
諸
検
査
の
後
胸
部
断
層
写
真
、
空
洞
小
さ
く
な
っ
て
い
る
由

で
し
た
。
そ
の
初
秋
ま
た
保
健
所
呼
出
あ
り
、
数
月
後
行
き
Ｘ
線
の
結

果
、
空
洞
大
層
小
さ
く
な
り
、
気
管
肢
拡
張
症
程
度
に
考
え
て
よ
く
、

結
核
患
者
登
録
か
ら
外
さ
れ
た
の
で
す
。 

年
前
秋
右
保
健
所
で
の
断

11

層
写
真
と
中
嶋
医
院
で
の
平
面
写
真
各
フ
ィ
ル
ム
を
頂
き
お
り
、
お
希

望
な
ら
お
目
に
か
け
ま
す
（
更
に
は
右
保
健
所
と
医
院
や
病
院
で
確
か
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め
下
さ
い
）
。
か
く
医
学
的
即
科
学
的
に
歴
然
た
る
事
実
こ
れ
を
し
も

主
観
論
と
言
わ
れ
ま
す
か
。 

◯
近
年
は
青
少
年
に
結
核
患
者
殆
ど
出
ず
、
ま
た
早
期
発
見
早
期
治
療

で
容
易
に
治
る
が
、 

、 

才
以
上
は
中
々
治
ら
ず
、
大
部
分
が
長
く
養

50

60

生
し
て
死
ぬ
の
に
、
信
仰
不
充
分
で
も
戦
時
中
か
ら
主
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
に
献
身
し
一
切
を
委
ね
、
ガ
ラ
テ
ヤ
書
第
二
章 

 

に
あ
る
通
り
、

19
20

私
の
内
に
も
キ
リ
ス
ト
が
生
き
て
下
さ
っ
て
お
り ー

 

在
世
中
特
殊
難
病

や
大
長
病
も
即
座
に
医
し
、
死
者
こ
と
に
死
後
四
日
た
ち
臭
く
な
っ
て

い
た
ラ
ザ
ロ
を
容
易
に
生
き
返
ら
せ
（
ヨ
ハ
ネ
一
一
章
）
、
数
々
の
奇

蹟
を
行
い
給
い
、
自
ら
十
字
架
死
後
三
日
目
に
永
遠
の
命
に
甦
り
今
も

明
ら
か
に
生
き
続
け
、
信
者
救
拯
や
治
病
奇
蹟
、
執
成
し
等
を
成
し
給

い
つ
つ
あ
る
生
け
る
キ
リ
ス
ト
が
私
に
も
宿
り
生
き
給
う
て
か
か
る
奇

蹟
を
行
い
給
う
た
の
で
す
。
こ
の
客
観
的
生
き
事
実
を
打
消
さ
れ
ま

し
ょ
う
か
。
小
な
り
と
も
ま
た
キ
リ
ス
ト
生
働
の
証
拠
で
し
ょ
う
。 

◯
更
に
近
年
キ
リ
ス
ト
の
み
霊
・
聖
霊
を
、
時
に
豊
か
に
受
け
さ
せ
て

頂
き
、
毎
年
他
地
方
巡
廻
伝
道
、
３
、
４
年
前
連
続
韓
国
、
昨
秋
ブ
ラ

ジ
ル
等
巡
廻
、
本
春
夏
関
東
東
北
信
越
北
海
道
等
で
も
無
学
無
知
失
敗

欠
点
多
い
者
な
が
ら
、
生
け
る
キ
リ
ス
ト
の
御
霊
と
力
に
よ
っ
て
証
言

さ
せ
ら
れ
神
栄
を
拝
し
得
た
こ
と
も
同
じ
証
拠
と
言
え
な
い
で
し
ょ
う

か
。 

◯
キ
リ
ス
ト
の
信
者
内
在
は
原
則
と
し
て
全
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
与
え
ら

れ
る
恩
恵
で
す
が
、
体
験
的
に
確
信
で
き
る
の
は
真
の
キ
リ
ス
ト
者
に

限
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
そ
の
体
験
を
得
て
い
る
キ
リ
ス
ト
者
は
世
界

的
に
数
え
難
く
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
今
も
生
き
働
き
給
い
つ
つ
あ
る
証
拠

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。 

◯
現
世
に
は
万
病
千
苦
あ
り
悲
惨
な
例
も
無
数
。
文
明
進
歩
に
よ
り
治

減
す
る
以
上
に
新
し
い
不
治
難
病
甚
苦
発
生
、
今
後
増
加
し
終
末
程
激

増
の
筈
。
だ
が
信
者
に
そ
の
一
切
が
亡
ん
で
皆
無
と
な
る
時
が
必
来
、

そ
れ
が
再
臨
で
す
。
」 

◯
◯
◯
◯
（
下
） 

「
上
手
に
堂
々
説
明
さ
れ
大
分
解
っ
て
来
ま
し
た
が
、
ま
だ
本
当
に

分
っ
た
の
で
な
く
、
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
を
信
ず
る
迄
に
至
り
ま
せ
ん
。

も
っ
と
教
え
て
下
さ
い
ま
せ
ん
か
。
」 

「
で
は
も
少
し
お
話
し
致
し
ま
し
ょ
う
。
根
本
は
聖
書
に
教
え
又
言
っ

て
あ
り
、
以
前
も
申
し
ま
し
た
通
り
、
再
臨
預
言
が
聖
書
中
に
非
常
に

多
く
（
学
者
パー

シ
ュ
に
よ
れ
ば
旧
新
約
書
中
約
千
八
百
五
十
節
）
そ

れ
ら
を
皆
挙
げ
て
説
明
す
る
に
は
、
毎
日
十
時
間
以
上
一
週
費
し
て
も

至
難
で
し
ょ
う
。
何
れ
雑
誌
に
徐
々
掲
げ
た
く
考
え
て
お
り
、
読
ん
で
頂

け
ば
幸
で
す
。
そ
こ
で
再
臨
の
必
要
性
、
再
臨
が
必
ず
あ
る
べ
き
こ
と
＝

必
ず
あ
る
こ
と
を
少
し
申
し
ま
し
ょ
う
。 

◯
先
ず
神
の
経
輪
に
つ
い
て
。
創
世
記
の
初
め
二
章
そ
の
他
の
記
事
で

分
る
通
り
、
神
様
は
何
十
何
百
億
年
か
昔
に
宇
宙
万
有
を
創
造
、
太
陽

や
地
球
も
創
造
し
今
も
支
配
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
地
球
上
の
山
野

河
海
、
そ
の
中
の
禽
獣
虫
魚
等
一
切
の
生
物
、
最
後
に
吾
等
人
類
を
創

造
さ
れ
、
そ
の
歴
史
を
支
配
し
て
い
給
う
の
で
す
。
子
細
の
点
で
多
少

疑
問
も
出
ま
す
が
、
そ
れ
は
一
応
お
預
け
と
し
て
、
聖
書
に
お
け
る
人

類
の
始
祖
と
言
わ
れ
る
ア
ダ
ム
は
神
命
に
背
い
て
堕
罪
、
以
後
人
類
は

罪
性
の
遺
伝
を
承
け
、
人
皆
ど
ん
な
聖
人
も
霊
的
に
神
に
対
し
て
罪
を

犯
し
、
そ
の
た
め
死
な
ね
ば
な
ら
ず
、
永
遠
の
極
度
苦
し
い
罰
を
受
け
、

地
獄
の
滅
亡
に
陥
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
実
に
哀
れ

至
極
！ 

 7



◯
そ
こ
で
神
様
は
こ
の
亡
ぶ
べ
き
人
類
を
救
う
べ
く
「
そ
の
独
子
を
賜

わ
っ
た
程
に
世
（
の
人
）
を
愛
し
給
う
た
。
そ
れ
は
御
子
を
信
じ
る
者

が
一
人
も
亡
び
な
い
で
、
永
遠
の
命
を
得
る
た
め
で
あ
る
」
（
ヨ
ハ
ネ

伝
三 
）
と
あ
る
通
り
、
御
独
子
キ
リ
ス
ト
を
世
に
降
し
給
い
、
御
子

16

を
特
に
そ
の
十
字
架
と
復
活
に
お
い
て
信
ず
る
者
は
一
切
の
罪
を
赦
さ

れ
、
義
と
永
遠
の
命
を
与
え
ら
れ
、
至
上
の
祝
福
と
光
栄
満
つ
る
天
国

に
救
わ
れ
る
の
で
す
。
そ
し
て
約
二
千
年
間
に
救
わ
れ
た
信
者
、
か
つ

今
後
も
入
信
し
救
わ
れ
る
べ
き
人
々
真
に
無
数
と
言
う
べ
き
で
す
。
し
か

し
他
方
救
わ
れ
得
な
い
不
信
者
は
一
層
無
数
で
し
ょ
う
。
ペ
テ
ロ
第
二
書

三
章
九
の
聖
言
そ
の
他
の
愛
訓
等
で
分
る
通
り
、
キ
リ
ス
ト
と
父
な
る

神
は
、
只
の
一
人
も
亡
び
去
る
の
を
望
み
給
わ
ず
、
何
と
か
し
て
全
人

類
を
完
全
に
救
お
う
と
欲
し
て
い
給
う
。
未
だ
救
わ
れ
ず
地
獄
の
手
前

の
牢
獄
・
黄
泉
に
居
る
魂
に
も
福
音
を
伝
え
救
い
の
聖
手
を
伸
ば
し
給

う
の
で
す
（
ペ
テ
ロ
Ｉ
三 

、
四
６
）
。 

19

◯
し
か
し
飽
く
迄
も
不
信
反
逆
を
重
ね
る
者
は
救
わ
れ
る
べ
き
希
望
な

く
、
世
の
終
末
に
御
子
キ
リ
ス
ト
再
臨
し
給
う
て
、
信
従
し
救
わ
れ
る

者
と
不
信
反
逆
者
・
神
の
敵
で
永
久
苦
罰
、
地
獄
行
入
者
と
を
最
後
の

大
審
判
で
裁
判
し
判
別
し
給
う
。
こ
の
た
め
ご
再
臨
は
絶
対
必
要
な
の

で
す
。
か
く
キ
リ
ス
ト
が
終
末
の
審
判
執
行
の
為
に
再
び
来
給
う
こ

と
、
聖
書
中
に
数
多
く
預
言
が
あ
り
ま
す
（
ヨ
ハ
ネ
五 

 
 
 

等
、

24
25
28
29

使
徒
二
四 

、
ロ
マ
一 

、
二
２ー

 

、
三
６
等
々
）
。 

25

31

16

◯
そ
し
て
そ
の
時
、
我
ら
信
者
の
救
い
も
完
成
さ
れ
る
の
で
す
。
そ
れ
迄

は
、
「
罪
を
赦
さ
れ
、
救
わ
れ
た
」
と
い
っ
て
も
、
救
い
は
未
完
成
で
す
。

在
世
中
い
か
に
熱
信
者
で
あ
っ
て
も
、
何
か
誘
惑
で
信
仰
が
冷
え
未
信

者
同
様
と
な
り
、
更
に
信
仰
を
棄
て
背
教
者
に
な
る
と
、
救
が
絶
望
と

な
る
の
で
す
。
故
に
ご
再
臨
の
時
、
す
で
に
眠
っ
て
い
た
者
を
主
は
御

自
身
と
同
じ
完
全
霊
体
に
復
活
さ
せ
給
い
、
ま
だ
肉
体
で
在
世
中
の
キ

リ
ス
ト
者
を
ば
瞬
く
間
に
同
じ
完
全
霊
体
に
変
質
せ
し
め
給
う
（
コ
リ

ン
ト
Ｉ
一
五 
 

等
）
。
そ
し
て
か
く
救
わ
れ
た
信
者
は
、
永
遠
完
全

51
52

な
る
正
義
と
平
和
の
理
想
郷
な
る
神
の
国
に
具
体
的
完
全
に
救
入
れ
ら

れ
、
永
遠
に
生
き
無
窮
の
祝
福
と
光
栄
、
喜
び
感
謝
満
足
希
望
を
も
っ

て
生
き
る
の
で
す
。
も
う
世
的
な
意
味
で
の
労
苦
も
病
も
、
特
に
罪
悪

な
ど
一
切
な
く
、
人
を
誘
惑
し
不
信
と
罪
に
陥
れ
る
悪
魔
も
絶
対
に
居

な
い
。
神
の
永
遠
に
一
切
の
暗
黒
を
も
照
ら
し
明
る
く
す
る
強
大
な
光

が
燦
然
と
輝
い
て
い
る
の
で
す
。
す
な
わ
ち
主
の
再
臨
に
よ
っ
て
か
く

救
い
が
完
成
す
る
の
で
す
。 

◯
次
に
信
者
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
の
こ
と
を
暫
く
離
れ
、
不
信
の
一
般
人

ま
た
現
世
の
問
題
。
不
信
反
逆
で
非
神
な
る
種
々
の
偶
像
（
日
本
で
は

神
社
仏
閣
等
々
の
命
な
き
神
仏
等
）
や
欲
望
の
対
象
な
る
諸
偶
像
、
特

に
一
般
人
の
到
達
至
難
な
る
精
神
的
不
可
見
諸
偶
像
を
拝
み
、
聖
書
的

に
は
日
々
罪
の
生
活
と
諸
悪
を
平
気
で
重
ね
て
い
る
人
々
、
ま
た
彼
ら 

で
満
ち
占
領
さ
れ
て
い
る
現
世
社
会
は
腐
敗
堕
落
を
極
め
、
ま
た
種
々

不
埒
な
る
矛
盾
あ
り
、
造
主
の
神
に
背
反
し
て
地
獄
の
形
相
を
呈
し
て

お
り
今
や
全
く
終
末
状
態
。
で
い
ろ
い
ろ
教
育
や
宗
教
、
特
志
家
特
殊

機
関
等
に
よ
り
改
良
の
働
き
、
平
和
運
動
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る
け
れ

ど
も
、
聖
書
的
意
味
に
お
い
て
今
の
俗
世
が
真
に
、
特
に
本
質
的
根
本

的
、
更
に
全
世
界
的
に
善
く
な
る
こ
と
は
到
底
あ
り
得
な
い
の
で
す
。

そ
こ
で
早
晩
、
聖
書
的
霊
的
意
味
で
近
い
内
に
（
天
父
か
ら
審
判
そ
の

他
の
全
権
を
受
け
て
お
ら
れ
る
）
聖
子
キ
リ
ス
ト
が
再
臨
し
て
最
後
の

大
審
判
を
執
行
し
給
う
の
で
す
。 

◯
す
な
わ
ち
程
度
の
差
は
あ
っ
て
も
彼
ら
は
一
様
に
不
信
反
逆
者
な
る

故
そ
れ
に
対
す
る
相
応
の
報
い
所
罰
、
か
つ
聖
書
真
理
に
照
ら
し
て
各

人
の
不
信
罪
悪
の
行
為
に
対
し
て
、
そ
れ
に
相
応
わ
し
い
報
い
所
罰
を

審
判
主
キ
リ
ス
ト
か
ら
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
特
に
矛
盾
の
反
証
者
た
る
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極
悪
人
、
航
空
機
輸
入
に
関
し
て
驚
く
べ
き
巨
額
を
収
賄
し
な
が
ら
恬

と
し
て
恥
じ
ず
政
界
に
も
一
般
社
会
に
も
強
き
勢
力
を
持
っ
て
い
る

輩
、
そ
の
他
種
々
の
偽
善
者
等
に
は
特
に
重
き
審
判
の
罰
が
加
え
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
一
応
不
信
者
だ
と
い
っ
て
も
、
そ
の
中
に
善
良
で
善

事
を
行
っ
て
来
た
人
々
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
世
で
の
行
為
に
応
じ
、
そ

れ
相
当
の
報
い
が
再
臨
の
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
神
の
神
聖
さ
正
義
と
真
実
か
ら
、
こ
う
い
う
意
味
の
審
判
も
絶
対

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
こ
う
い
う
事
由
か
ら
も
キ
リ
ス
ト
の
再

臨
は
絶
対
に
必
要
で
す
（
関
連
諸
聖
句
甚
だ
多
し
）
。 

◯
更
に
「
も
ろ
も
ろ
の
天
は
神
の
栄
光
を
現
わ
し
、
大
空
は
み
手
の
業

を
示
す…

…
…

」
（
詩
篇
一
九
）
と
あ
る
よ
う
に
、
天
地
万
物
自
然
界

は
、
常
に
大
体
に
お
い
て
美
し
く
造
物
主
な
る
神
の
栄
光
を
顕
現
し
て

い
る
け
れ
ど
も
、
彼
ら
も
未
完
成
で
あ
っ
て
、
長
期
間
に
天
体
間
に
も

大
異
変
あ
り
、
特
に
地
上
で
は
人
類
始
め
一
切
生
物
に
大
被
害
を
及
ぼ

す
異
変
天
災
絶
え
ず
、
近
年
こ
と
に
多
い
感
じ
で
す
。
特
に
禽
獣
虫
魚
間

の
弱
肉
強
食
な
ど
、
可
哀
そ
う
悲
惨
、
時
に
目
を
蔽
わ
し
め
る
も
の
あ

り
。
し
か
も
逆
に
巨
大
な
鯨
も
弱
小
な
鰯
の
大
群
に
襲
わ
れ
、
強
大
な

猛
獣
等
そ
の
他
も
微
小
の
吸
血
虫
等
に
斃
さ
れ
る
例
も
あ
る
。
げ
に
万

物
悲
嘆
難
苦
！
、
全
被
造
物
が
今
猶
共
に
呻
き
苦
し
み
、
虚
無
に
服
し

て
居
り
、
切
に
慕
い
て
神
の
子
の
出
現
待
望
、
滅
亡
の
僕
た
る
状
態
か

ら
解
か
れ
神
の
子
ら
の
光
栄
の
自
由
を
切
望
（
ロ
マ
八 

ー
 
)

。
す
な

19

20

わ
ち
神
の
子
キ
リ
ス
ト
再
臨
に
よ
り
全
被
造
物
の
か
か
る
難
苦
等
一
切

が
平
定
さ
れ
彼
ら
皆
救
わ
れ
、
自
然
万
物
全
宇
宙
が
完
成
さ
れ
る
の
で

す
。
か
く
再
臨
は
ゼ
ヒ
必
要
で
す
。 

            ー
 

第
三
六
四
、
三
六
五
、
三
六
六
、
三
六
七
号 

(

一
九
八
〇
年
七
、
八
、
九
、
一
〇
月
号)ー

 

 9


